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 病床数：419床

 病棟の種類：

ICU，HCU，内科系（乳幼児，幼児・学童），クリーン（造血細胞移植）

外科系（乳幼児，幼児・学童），こころ，新生児，母性 ＋施設

 小児がん患者の状況（2016年）

 新規患者数：78名

 入院実人数のうち

小児（15歳未満）；185名

15歳以上：24名

 入院患者のうち高校生以上は約1割

 神奈川県立横浜南養護学校の併設

 ただし、小学部・中学部のみ

小児がん拠点病院



こども病院におけるAYA世代患者への課題

 こどもを対象とした療養環境

プレイルームやイベントも子ども向け

が多い

 思春期の患者さんの数は少なく、

同世代間での交流の機会は限られている

 高校生以上の学習支援体制は不十分である



AYA世代小児がん患者の入院治療に関する検討会

• メンバー：病院長，内科系医師，外科系医師

看護部門，病棟師長，外来師長

小児がん相談支援室 相談員

病院内でできる
思春期の小児がん患者への支援を

考えることが必要・・



病棟における療養環境の考慮：Teen Room





こどもたちはどんなことを希望しているのだろう？

大きな画面で
スポーツ観戦

入院中、中学生
以上で活動した
いこと、こんな
イベントだった
ら参加したいと
思うことは？

大きなスクリー
ンで映画

文化祭みたい
な出店

スポーツ
ウィッグを気に
しないでいい

小さい子と一緒
だと気をつかう

小さい子には説明
するのが難しい
ルールのあるもの
（普段できないか

ら）

入院最初は、大部屋で
も他の子どもには声を
かけづらい、運動を一
緒にすると交流のきっ

かけになるかも



Teen向け
イベント
～第1弾～
映画鑑賞会を
開催しました



映画鑑賞会の実際

• ９名参加（院内の中学生以上を対象に招待）

• 夕食をバイキング食にして食べながら鑑賞

（栄養科の協力）



映画鑑賞会 子どもたちの感想

入院中はなかなか映
画館に行けないので、
とても良い会だった

中学生以上だけだっ
たので、落ち着いて
静かに見ることがで
きたのが良かった

年齢が中学生以上
というのも良い

食事も好きな
ものばかりで
よかった

感動しました
絵が幻想的で音楽
と映画が調和して
とても面白かった食事が美味

しかった



第3期がん対策推進基本計画（2017年10月24日）



第3期がん対策推進基本計画（2017年10月24日）



第3期がん対策推進基本計画（2017年10月24日）



高校生の学習支援に関する課題

 義務教育が終わった高校生への学習支援の体制は不十分

 県立・市立・私立など、また単位制・学年制など

条件の異なりもあり

 ICT等の遠隔教育・講師派遣などには準備も必要

 子ども・家族の学習継続に関する思いも様々

治療しながら勉強は大変だけど・・
みんなと一緒に進級したい
勉強の遅れが心配
病気になったからってランクを下げる
のは嫌
もっと学校の先生に授業をしてほしい
学習支援があっても、本当に進級でき
るのだろうか？



高校生の学習支援に関する対策

子どもの「学習したい」
「みんなと一緒に進級した
い」の願いが叶えられるよう
学習・教育を受ける機会が設

けられるように
病院・学校・教育委員会など

行政らとの調整・協働



神奈川県・横浜市 高等学校の学習支援体制

・私立の制度はなく

各学校対応

（校長判断）

※前例を作っていく

ことの努力

→そこから実際に

考慮、支援も拡大

することが期待される



高校生の復学の実際

「長期入院児童生徒に対する教育支援に関する実態調査」
（文部科学省：2013年度）

• 高校生で入院中に院内学級に転学などをした生徒のうち

– 復籍を認められた者：14.3％

– 条件付きで復籍を認められた者：60.6％

– 復籍は認められなかった者：25.1％

病気や治療で入院が必要となった時、その後の患者の

進学や就職につながるような学習支援や体制づくり、

また患者への支援を入院中から考慮する必要がある



こどもたちはいずれ大人になっていきます・・

発症・入院・治療

進学

就職

治療終了

結婚

こども
を持つ
こと

病気や治療の影響、
治療後の周囲との
関係性の変化など
色々な要因で

困難に直面することも
あるかもしれない

病気を治すことと同時
に、その先の子どもた
ちの体験や影響がネガ
ティブなものにならな
いような支援が必要

可能な限り元の
生活に戻ること
が望まれる



まとめ

• 思春期の小児がん患者は、入院や治療生活を送る
中で、療養環境や学習支援（高校）、また発達上
のニーズが満たされにくい状況が起こりえます

• 治療後にも続く彼らの生活に関して、ネガティブ
な影響が最小限になるような、治療中の、また
治療後の支援が必要です

• 患者（経験者）や家族を中心に、
医療・社会・行政などみんなで
思春期患者の支援を考えていきましょう


